
糸魚川市公営企業経営戦略　資料１
経営比較分析表（令和6年度決算）

新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 38,041 746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

　令和４年度から令和８年度までの５年間、段階的
な料金改定を行っていますが、人口減少に伴う料金
収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状況を
踏まえると、健全経営のための定期的な料金の改定
が必要です。
　また1980年代から整備した施設が多く、順次、法
定耐用年数を迎えることから、被災すると極めて大
きな影響を及ぼす施設の耐震化を重点として、投資
の平準化を図りながら計画的に整備していきます。
　今後、定期的な料金改定を図りながら健全経営に
取り組むとともに、上下水道事業包括委託の導入に
よる経営基盤の強化に努めます。

602.07 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 83.56 79.48 2,178 29,899

全体総括

49.66

　水道料金などの収入で維持管理費等の経費が賄え
ているかどうかの判断基準となる①経常収支比率は
100%を超えている状態であり、②累積欠損金もな
く、支払い能力を示す③流動比率は100%を超え不良
債務もないことから、健全な経営状況にあります。
　企業債残高の規模を示す④企業債残高対給水収益
比率は、過去５年間横ばいで全国平均値を下回り収
益に対する投資規模は適正であると考えています。
　給水に係る費用をどの程度水道料金で賄えている
かを示す⑤料金回収率は、100%を超えている状況で
す。
　⑥給水原価は全国平均を大幅に下回っています。
これは、当市の水道が豊富な地下水を原水としてお
り、浄水場施設が必要ないことから、原価が抑えら
れ他団体と比べても、安価な設定となっています。
　令和４年度から令和８年度までの５年間、段階的
な料金改定を行っていますが、人口減少に伴う料金
収入の減少や物価上昇などにより、①経常収支比率
と⑤料金回収率が年々下降していくことが予想され
ることから、経営の安定を図るための定期的な料金
の改定が必要となっています。
　水道施設の利用状況や適正規模の判断となる、⑦
施設利用率は、類似団体平均を下回っています。人
口減少などの原因により給水量が減少し、配水能力
と配水量とのかい離が生じている状況にあります。
今後の施設、設備の更新にあたり、施設の規模や能
力について考慮する必要があります。

2. 老朽化の状況について

　資産の老朽化を示す①有形固定資産減価償却率
は、法定耐用年数に近づいている資産が年々増加し
ています。
　管路の更新ペースを示す③管路更新率は、類似団
体よりは高いものの、今後は法定耐用年数を迎える
管路が多くなるため、②管路経年化率は増加してい
く見通しです。
　今後は上下水道耐震化計画に基づき、避難所等の
重要施設に接続する管路の耐震化を重点として、投
資の平準化を図りながら計画的に更新していきま
す。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
法適用 水道事業 簡易水道事業 C2 非設置 38,041 746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

　姫川簡水・早川簡水の統合・公営化事業での多額
の投資により、減価償却費及び企業債残高、企業債
償還額が多い状況です。今後の人口推計や施設の状
況を考慮し、計画的な経営を行う必要があり、定期
的な料金の改定が必要です。
　今後は水道事業と同様、定期的な料金改定を図り
ながら健全経営に取り組むとともに、上下水道事業
包括委託の導入による経営基盤の強化に努めます。

166.68 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 59.87 19.03 2,860 7,159

全体総括

42.95

　水道料金などの収入で維持管理費等の経費が賄え
ているかどうかの判断基準となる①収益的収支比率
は100%程度を推移しています。これは、収益的収支
の不足分を一般会計からの繰入金で補塡しているた
めで、②累積欠損金もありません。また、支払能力
の指標である③流動比率は、現金預金の減少によ
り、100％を下回っている状態です。
　④企業債残高対給水収益比率は、姫川簡水・早川
簡水の統合・公営化事業での多額の投資により企業
債残高が多いことから、類似団体平均を大きく上
回っています。
　給水のための費用をどの程度水道料金で賄えてい
るかを示す指標である⑤料金回収率は、類似団体平
均値と同程度ですが、一般会計からの繰入金に頼る
割合が高いため、100%を下回っています。
　令和７年度から令和８年度までの２年間、段階的
な料金改定を行いますが、人口減少に伴う料金収入
の減少や物価上昇などを踏まえ、定期的な料金の見
直しが必要となっています。
　水道施設の利用状況や適正規模の判断となる、⑦
施設利用率は、類似団体平均を下回っています。原
因として人口減少などによる給水量の減少があり、
配水能力と配水量とのかい離が生じている状況であ
ります。今後の施設、設備の更新にあたり、施設の
規模や能力について考慮する必要があります。

2. 老朽化の状況について

　資産の老朽化を示す①有形固定資産減価償却率
は、類似団体平均よりも低い状況ですが、②管路経
年化率は、昭和59年に供用開始した能生谷簡水の区
域拡張エリアの管路が法定耐用年数を迎えたことに
より、大幅増となりました。
　今後は上下水道耐震化計画に基づき、避難所等の
重要施設に接続する管路の耐震化を重点として、投
資の平準化を図りながら計画的に更新していきま
す。

2. 老朽化の状況

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.54 0.36 0.69 0.39 0.07

平均値 0.26 0.29 1.80 0.29 0.17

94.00

95.00

96.00

97.00

98.00

99.00

100.00

101.00

102.00

103.00

104.00

105.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.03 100.05 100.03 100.10 99.97

平均値 103.57 100.97 101.68 97.35 100.59

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

45.00

50.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 8.64 11.99 15.17 18.27 21.23

平均値 31.44 35.43 41.69 45.06 37.62

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

18.00

20.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 5.90 7.89 9.17 8.95 18.64

平均値 10.78 11.16 14.82 17.05 15.20

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 5.78 8.73 15.24 25.06 18.31

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 116.10 136.63 114.10 89.47 76.83

平均値 92.24 116.00 132.64 134.22 146.79

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 2,371.14 2,277.91 2,549.92 2,293.38 2,261.46

平均値 1,546.97 1,471.36 1,495.64 1,331.83 1,124.56

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 54.92 49.73 43.78 50.70 50.53

平均値 51.10 51.76 46.15 47.78 53.53

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 230.78 256.96 261.99 255.46 257.98

平均値 269.64 276.18 315.83 319.76 236.73

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 42.50 43.57 45.81 44.16 44.97

平均値 54.14 53.79 56.40 54.97 56.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 90.38 88.97 82.22 81.01 81.13

平均値 76.24 73.81 73.10 71.36 69.33

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【102.02】 【26.96】 【142.39】 【1,043.36】

【70.34】【48.33】【285.60】【56.19】

【35.50】 【16.16】 【0.28】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Cd1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

38,041

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、使用料等の経常的な収益で施設
の維持管理費等の経常的な費用をどの程度賄えてい
るかを表した指標です。一般会計からの繰入金収益
があるため、100％以上となっています。
②累積欠損金比率は、使用料などの営業収益に対す
る累積欠損金の状況を表した指標です。累積欠損金
はありません。
③流動比率は、短期的な債務に対する支払い能力を
表した指標です。R6は現金預金等の流動資産が増え
たものの、未払金の流動負債も増えたため、前年度
とほぼ同じです。
④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対す
る企業債残高の割合を表した指標です。R6も企業債
残高が減少したため、前年度より若干改善しまし
た。
⑤経費回収率は、使用料で回収すべき費用をどの程
度賄えているかを表した指標です。毎年段階的な使
用料改定を行っており、R6は100％を超える状況と
なりました。
⑥汚水処理原価は、有収水量１㎥当たりの汚水処理
に要した費用を表した指標です。R6は委託料等の汚
水処理費用が減ったため、前年度より下がりまし
た。
⑦施設利用率は、１日の施設処理能力に対する処理
量の割合を表した指標です。利用率は年々下がって
います。
⑧水洗化率は、処理区域の下水道接続人口の割合を
表した指標です。類似団体平均より高い状況です。

資金不足比率(％)

- 65.66 70.28 99.23 3,614

自己資本構成比率(％)

26,436 11.10 2,381.62 【】 令和6年度全国平均

①有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の減価
償却がどの程度進んでいるかを表した指標です。比
率は年々上がっていますが、類似団体平均より低い
状況です。
②管渠老朽化比率は、法定耐用年数を超えた管渠延
長の割合を表した指標です。青海処理区が平成元年
度から、糸魚川処理区が平成４年度から供用開始の
ため、50年を超えた管渠はありません。
③管渠改善率は、更新した管渠延長の割合を表した
指標です。R6は前年度より更新した管渠延長が少な
かったため、改善率は下がりました。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度から法適用事業（公営企業会計）に移
行しました。
　令和５年度から令和９年度までの５年間、段階的
な使用料改定を行っていますが、人口減少に伴う使
用料収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状
況を考えると、経費回収率等の悪化が予想されま
す。
　今後、定期的な使用料改定を図りながら、老朽化
施設の投資費用の平準化や上下水道事業包括委託の
導入による経営基盤の強化に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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平均値 20.78 23.54 29.42 31.14 33.11

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1.34 1.50 0.74 0.76 0.94

①経常収支比率(％)

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 18.36 18.01 26.07 26.89 23.18

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 29.96 15.12 15.23 21.28 24.21

平均値 55.60 59.40 65.87 77.26 80.01

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

800.00

900.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 540.62 490.76 470.87 404.58 394.46

平均値 789.08 747.84 742.08 730.84 706.45

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 94.97 94.29 96.14 99.05 101.77

平均値 88.25 90.17 86.51 89.17 85.67

160.00

165.00

170.00

175.00

180.00

185.00

190.00

195.00

200.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 189.53 194.86 191.97 188.84 186.71

平均値 176.37 173.17 188.24 184.85 194.78

48.00

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

66.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 63.59 63.14 61.78 60.43 60.13

平均値 56.72 56.43 54.86 55.04 53.26

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 97.04 97.19 97.33 97.56 97.68

平均値 90.72 91.07 91.37 91.92 91.12

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.36】 【3.12】 【82.75】 【602.56】

【96.00】【60.13】【140.98】【97.94】

【42.20】 【9.46】 【0.19】
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①有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の減価
償却がどの程度進んでいるかを表した指標です。比
率は年々上がっていますが、類似団体平均より低い
状況です。
②管渠老朽化比率は、法定耐用年数を超えた管渠延
長の割合を表した指標です。能生処理区が昭和63年
度から、磯部処理区が平成３年度から、能生谷地区
が平成５年度から供用開始のため、50年を超えた管
渠はありません。
③管渠改善率は、更新した管渠延長の割合を表した
指標です。R6は一部更新を行いましたが類似団体平
均よりも低い状況です。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度から法適用事業（公営企業会計）に移
行しました。
　令和５年度から令和９年度までの５年間、段階的
な使用料改定を行っていますが、人口減少に伴う使
用料収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状
況を考えると、経費回収率等の悪化が予想されま
す。
　今後、定期的な使用料改定を図りながら、老朽化
施設の投資費用の平準化や上下水道事業包括委託の
導入による経営基盤の強化に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

6,537 3.75 1,743.20 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、使用料等の経常的な収益で施設
の維持管理費等の経常的な費用をどの程度賄えてい
るかを表した指標です。一般会計からの繰入金収益
があるため、100％以上となっています。
②累積欠損金比率は、使用料などの営業収益に対す
る累積欠損金の状況を表した指標です。累積欠損金
はありません。
③流動比率は、短期的な債務に対する支払い能力を
表した指標です。R6は企業債等の流動負債が減った
ため、改善しました。
④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対す
る企業債残高の割合を表した指標です。R6は企業債
の償還が進み、一般会計負担分もあり指標は0で
す。
⑤経費回収率は、使用料で回収すべき費用をどの程
度賄えているかを表した指標です。国庫補助金等の
使用料以外の収入があるため、100％未満となって
います。
⑥汚水処理原価は、有収水量１㎥当たりの汚水処理
に要した費用を表した指標です。R6は有収水量が
減ったため、前年度より上がりました。
⑦施設利用率は、１日の施設処理能力に対する処理
量の割合を表した指標です。利用率は年々下がって
います。
⑧水洗化率は、処理区域の下水道接続人口の割合を
表した指標です。類似団体平均より高い状況です。

資金不足比率(％)

- 84.00 17.38 79.46 3,614

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

38,041

処理区域内人口(人)

746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D1 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 1.23 0.06 0.07 0.00 0.03

平均値 0.06 0.27 0.22 0.17 0.27

99.00

99.50

100.00

100.50

101.00

101.50

102.00

102.50

103.00

103.50

104.00

104.50

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 101.11 101.00 101.38 101.70 101.76

平均値 102.70 104.11 101.98 102.68 103.79

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

40.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 11.33 14.58 17.86 18.61 22.26

平均値 29.24 31.73 32.57 33.16 34.59

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

0.12

0.14

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.04 0.12 0.10

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 48.20 46.91 52.27 58.68 53.87

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 59.32 62.27 29.63 46.70 63.87

平均値 46.85 44.35 41.51 45.01 46.37

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 172.82 107.51 179.58 0.00

平均値 1,268.63 1,283.69 1,160.22 1,141.98 1,062.58

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 101.29 99.86 95.10 88.46 87.88

平均値 82.88 82.53 81.81 82.27 80.36

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 174.03 181.92 192.04 209.74 214.23

平均値 187.76 190.48 193.59 194.42 201.33

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 65.09 71.00 64.83 61.77 60.63

平均値 45.87 44.24 45.30 45.60 44.79

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 99.58 99.21 99.26 99.33 99.36

平均値 87.65 88.15 88.37 88.66 88.68

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【105.07】 【63.54】 【50.90】 【1,099.15】

【86.31】【43.17】【225.78】【72.92】

【30.82】 【0.06】 【0.15】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

38,041

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、使用料等の経常的な収益で施設
の維持管理費等の経常的な費用をどの程度賄えてい
るかを表した指標です。一般会計からの繰入金収益
があるため、100％以上となっています。
②累積欠損金比率は、使用料などの営業収益に対す
る累積欠損金の状況を表した指標です。累積欠損金
はありません。
③流動比率は、短期的な債務に対する支払い能力を
表した指標です。R6は現金預金が増えたため、比率
は改善しました。
④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対す
る企業債残高の割合を表した指標です。R6は企業債
残高が減り、比率は改善しました。
⑤経費回収率は、使用料で回収すべき費用をどの程
度賄えているかを表した指標です。R6は前年と同程
度で類似団体平均よりも低い状況です。
⑥汚水処理原価は、有収水量１㎥当たりの汚水処理
に要した費用を表した指標です。R6は有収水量が
減ったため、前年度より上がりました。
⑦施設利用率は、１日の施設処理能力に対する処理
量の割合を表した指標です。利用率は年々下がって
います。
⑧水洗化率は、処理区域の下水道接続人口の割合を
表した指標です。類似団体平均と同程度です。

資金不足比率(％)

- 88.83 0.71 90.10 3,614

自己資本構成比率(％)

268 0.63 425.40 【】 令和6年度全国平均

①有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の減価
償却がどの程度進んでいるかを表した指標です。比
率は年々上がっていますが、類似団体平均より低い
状況です。
②管渠老朽化比率は、法定耐用年数を超えた管渠延
長の割合を表した指標です。徳仙地区が平成９年度
から供用開始のため、50年を超えた管渠はありませ
ん。
③管渠改善率は、更新した管渠延長の割合を表した
指標です。R6も管渠の更新はありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度から法適用事業（公営企業会計）に移
行しました。
　令和５年度から令和９年度までの５年間、段階的
な使用料改定を行っていますが、人口減少に伴う使
用料収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状
況を考えると、経費回収率等の悪化が予想されま
す。
　今後、定期的な使用料改定を図りながら、老朽化
施設の投資費用の平準化や上下水道事業包括委託の
導入による経営基盤の強化に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

0.00

0.05

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.25 0.05 0.03 0.02 0.02

99.00

100.00

101.00

102.00

103.00

104.00

105.00

106.00

107.00

108.00

109.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 102.45 107.06 104.91 108.48 108.06

平均値 106.37 106.07 105.50 103.07 103.04

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 11.09 14.24 16.28 19.32 22.36

平均値 20.34 21.85 25.19 30.50 30.49

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.05

①経常収支比率(％)

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 139.02 132.04 145.43 120.64 100.31

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 17.58 40.93 18.06 25.04 52.50

平均値 29.13 35.69 38.40 39.82 41.03

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 175.98 825.64 101.13 1,040.09 844.54

平均値 867.83 791.76 900.82 743.31 796.80

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 105.74 95.45 35.55 20.09 19.58

平均値 57.08 56.26 52.94 61.15 58.41

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 171.46 188.87 504.00 906.52 966.74

平均値 274.99 282.09 303.28 250.43 267.34

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 51.97 36.71 34.18 34.81 29.75

平均値 54.83 66.53 52.35 52.63 52.34

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

92.00

94.00

96.00

98.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 95.58 88.49 88.97 89.30 90.30

平均値 84.70 84.67 84.39 90.32 90.05

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.30】 【102.74】 【47.19】 【798.10】

【87.80】【49.92】【286.33】【54.51】

【28.46】 【0.03】 【0.02】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置

普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

38,041

処理区域内人口(人) 処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、使用料等の経常的な収益で施設
の維持管理費等の経常的な費用をどの程度賄えてい
るかを表した指標です。一般会計からの繰入金収益
があるため、100％以上となっています。
②累積欠損金比率は、使用料などの営業収益に対す
る累積欠損金の状況を表した指標です。累積欠損金
はありません。
③流動比率は、短期的な債務に対する支払い能力を
表した指標です。R6は現金預金が増えたため、比率
は改善しました。
④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対す
る企業債残高の割合を表した指標です。R6は企業債
残高が減ったため、比率は改善しました。
⑤経費回収率は、使用料で回収すべき費用をどの程
度賄えているかを表した指標です。R6は汚水処理費
が減ったため、前年より改善しました。
⑥汚水処理原価は、有収水量１㎥当たりの汚水処理
に要した費用を表した指標です。R6は汚水処理費が
減ったため、前年度より下がりました。
⑦施設利用率は、１日の施設処理能力に対する処理
量の割合を表した指標です。利用率は年々下がって
います。
⑧水洗化率は、処理区域の下水道接続人口の割合を
表した指標です。類似団体平均より高い状況です。

資金不足比率(％)

- 80.82 1.27 92.90 3,614

自己資本構成比率(％)

479 0.46 1,041.30 【】 令和6年度全国平均

①有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の減価
償却がどの程度進んでいるかを表した指標です。比
率は年々上がっていますが、類似団体平均より高い
状況です。
②管渠老朽化比率は、法定耐用年数を超えた管渠延
長の割合を表した指標です。市振地区が平成６年度
から、親不知地区が平成16年度から供用開始のた
め、50年を超えた管渠はありません。
③管渠改善率は、更新した管渠延長の割合を表した
指標です。R6も管渠の更新はありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度から法適用事業（公営企業会計）に移
行しました。
　令和５年度から令和９年度までの５年間、段階的
な使用料改定を行っていますが、人口減少に伴う使
用料収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状
況を考えると、経費回収率等の悪化が予想されま
す。
　今後、定期的な使用料改定を図りながら、老朽化
施設の投資費用の平準化や上下水道事業包括委託の
導入による経営基盤の強化に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
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平均値 1.60 0.01 0.01 0.00 0.00
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108.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.35 100.58 101.14 101.78 102.12

平均値 101.18 99.89 104.12 105.98 107.11
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10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 15.10 18.72 21.95 25.15 27.75

平均値 20.14 23.17 25.29 28.31 23.92
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①経常収支比率(％)
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20.00

40.00

60.00
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120.00

140.00

160.00

180.00

200.00
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当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 140.63 163.84 176.46 181.51 108.76
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平均値 56.53 59.66 61.64 69.82 72.13
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200.00

400.00
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800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 497.61 42.43 1,207.85 1,094.01

平均値 1,095.52 1,056.55 1,278.54 1,149.70 1,420.25
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20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 95.69 97.78 71.78 31.80 57.35

平均値 39.64 40.00 38.74 35.96 32.70

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 190.44 193.03 263.99 604.97 343.93

平均値 449.72 437.27 456.72 481.96 536.17

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 15.72 15.07 14.74 13.68 13.27

平均値 30.19 28.77 26.22 26.12 27.81

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

95.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 91.92 91.94 92.83 93.24 93.53

平均値 79.09 78.90 78.03 78.55 78.68

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【104.55】 【84.87】 【71.46】 【1,223.19】

【80.97】【30.09】【462.49】【37.21】

【26.63】 【0.00】 【0.00】
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①有形固定資産減価償却率は、償却対象資産の減価
償却がどの程度進んでいるかを表した指標です。比
率は年々上がっており、類似団体平均より高い状況
にあります。
②管渠老朽化比率は、法定耐用年数を超えた管渠延
長の割合を表した指標です。浄化槽専用管で50年を
経過したものはありません。
③管渠改善率は、更新した管渠延長の割合を表した
指標です。浄化槽専用管で耐用年数を経過したもの
はありません。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成30年度から法適用事業（公営企業会計）に移
行しました。
　令和５年度から令和９年度までの５年間、段階的
な使用料改定を行っていますが、人口減少に伴う使
用料収入の減少、物価高や労務単価の上昇などの状
況を考えると、経費回収率等の悪化が予想されま
す。
　今後、定期的な使用料改定を図りながら、老朽化
施設の投資費用の平準化や上下水道事業包括委託の
導入による経営基盤の強化に努めます。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

1,695 14.01 120.99 【】 令和6年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、使用料等の経常的な収益で施設
の維持管理費等の経常的な費用をどの程度賄えてい
るかを表した指標です。一般会計からの繰入金収益
があるため、100％以上となっています。
②累積欠損金比率は、使用料などの営業収益に対す
る累積欠損金の状況を表した指標です。累積欠損金
はありません。
③流動比率は、短期的な債務に対する支払い能力を
表した指標です。R6は未収金等の流動負債が増えた
ため、比率は若干悪化しました。
④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入に対す
る企業債残高の割合を表した指標です。R6は企業債
残高に対する一般会計負担額が増えたため、比率は
若干改善しました。
⑤経費回収率は、使用料で回収すべき費用をどの程
度賄えているかを表した指標です。R6は汚水処理費
が減ったため、改善しました。
⑥汚水処理原価は、有収水量１㎥当たりの汚水処理
に要した費用を表した指標です。R6は委託料等の汚
水処理費が減ったため、前年度より下がりました。
⑦施設利用率は、１日の施設処理能力に対する処理
量の割合を表した指標です。個別処理の合併処理浄
化槽で行っているため、指標はありません。
⑧水洗化率は、処理区域の下水道接続人口の割合を
表した指標です。個別排水処理のため100％です。

資金不足比率(％)

- 59.08 4.51 100.00 3,394

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

38,041

処理区域内人口(人)

746.24 50.98 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
新潟県　糸魚川市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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0.60
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0.80

0.90

1.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

95.00

96.00

97.00

98.00

99.00

100.00

101.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.07 100.14 100.07 100.01 100.01

平均値 99.03 100.41 100.17 96.95 99.24

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

35.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 14.61 19.33 23.73 27.58 31.24

平均値 15.74 21.02 24.31 26.92 27.57

0.00
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0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - - - -

平均値 - - - - -

①経常収支比率(％)

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 74.24 83.92 89.31 91.33 89.91

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 36.07 39.91 42.70 51.16 49.96

平均値 100.47 122.71 138.20 126.97 103.61

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 0.00 1.59 5.89 398.80 383.45

平均値 294.27 294.09 294.09 338.47 368.83

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 99.23 73.80 75.89 57.42 68.73

平均値 60.59 60.00 59.01 56.06 53.25

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 164.37 224.66 220.59 298.77 257.08

平均値 280.23 282.71 291.82 304.36 325.45
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10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

80.00

90.00

100.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 - - - - -

平均値 58.19 56.52 88.45 54.08 52.59

80.00

85.00

90.00

95.00

100.00

105.00

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 87.80 88.43 90.34 90.57 87.02

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【100.06】 【84.61】 【106.63】 【386.06】

【84.89】【54.37】【329.31】【51.14】

【26.38】 【-】 【-】
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